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看護界をリードしていく人材を育成するために―。

1920年、ルドルフ・B・トイスラーはキリスト教の精神に基づき

聖路加国際病院附属高等看護婦学校を設立しました。

その志を受け継ぎながら、聖路加は看護教育のパイオニアとして

常に時代に必要とされる看護教育を牽引し続けています。

2020年、看護教育100周年を迎えた聖路加国際大学は

看護を軸に人を思い、世界を思う人を育成していきます。

最 善 を 尽くせ 、
し か も一 流 で あ れ 。
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看護学を専門とし、

その領域において

指導者となる人材を育成

医 療 施 設 病院、診療所、訪問看護ステーション、高齢者施設など

行 政 機 関 厚生労働省、保健所、市区町村保健センターなど

企業・事業所 産業保健（メンタルヘルス、衛生管理）など

学 　 　 校 健康教育、衛生管理、児童・生徒の養護など

国 際 貢 献 国際医療機関、海外ボランティア団体、NGOなど

教育・研究 大学、専門学校、研究機関など

本学4年次から直接大学院へ進学する場合は、推薦入学者選抜制度があります。 
※看護資格のない方が入学できるコースを用意しています。

研究者コース※ 自立した研究者

DNPコース 高度実践の変革者

大学院 博士後期課程
（3年間／博士課程）

看護師
国家試験
合格

保健師
国家試験
合格

養護教諭2種
在学中に必要な科目を履修した
上で保健師免許取得後申請に
より免許取得

第1種衛生管理者
保健師免許取得後申請により
免許取得

受胎調節実地指導員
本学の助産師養成課程修了
により資格取得

学部卒業 学士
（4年間／看護学）

看護師国家試験受験資格

養護教諭1種免許
在学中に必要な科目を履修
卒業時に免許取得
［選択制定員20名］

大学院
博士前期課程
（修士課程）
（2年間）

助産師・保健師
国家試験受験資格

大学院
博士前期課程
（修士課程）

（2年間／３年間）

養護教諭専修免許
（2022年度開設）

修士論文コース※

看護研究者としての基礎

上級実践コース
CNS（専門看護師）
CNE★など専門能力の開発

学部卒業 学士
〈3年次編入〉
（2年間／看護学）

看護師国家試験受験資格

助産師
国家試験
合格

大学院
博士前期課程
（修士課程）

（2年間／３年間）

聖 路 加 国 際 大 学 の 学 びと広 がるキャリアプラン

看護界のリーダーを育成する、
聖路加の学びと活躍のフィールド
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★ CNE（Clinical  Nurse Educator）
　 …�修士課程で育成。優れた実践能力と研究能力を持ち、よりよい看護教育を行う能力のある人

材。聖路加国際病院では2016年度以降、病棟にCNEを配置。

　本学に多く用意されている臨床実習は、身につけた知識を医療の現場で活用

し、そこからまた新たな学びを得ていく機会です。主な実習先となるのは、日本有

数の最先端医療を実践 する聖路加国際病院。CNE ★をはじめ、豊富な経験を持

つスタッフに支えられながらチーム医療における看護師の役割と責務を知り、そ

の後の学びをさらに充実させていきます。

学 びと実 践 が 密 に 連 携 する、
看 護 の た め の 最 高 の 環 境 が
ここに あります 。

看護学を専門とし、

その領域において

指導者となる人材を育成

医 療 施 設 病院、診療所、訪問看護ステーション、高齢者施設など

行 政 機 関 厚生労働省、保健所、市区町村保健センターなど

企業・事業所 産業保健（メンタルヘルス、衛生管理）など

学 　 　 校 健康教育、衛生管理、児童・生徒の養護など

国 際 貢 献 国際医療機関、海外ボランティア団体、NGOなど

教育・研究 大学、専門学校、研究機関など

本学4年次から直接大学院へ進学する場合は、推薦入学者選抜制度があります。 
※看護資格のない方が入学できるコースを用意しています。

研究者コース※ 自立した研究者

DNPコース 高度実践の変革者

大学院 博士後期課程
（3年間／博士課程）

看護師
国家試験
合格

保健師
国家試験
合格

養護教諭2種
在学中に必要な科目を履修した
上で保健師免許取得後申請に
より免許取得

第1種衛生管理者
保健師免許取得後申請により
免許取得

受胎調節実地指導員
本学の助産師養成課程修了
により資格取得

学部卒業 学士
（4年間／看護学）

看護師国家試験受験資格

養護教諭1種免許
在学中に必要な科目を履修
卒業時に免許取得
［選択制定員20名］

大学院
博士前期課程
（修士課程）
（2年間）

助産師・保健師
国家試験受験資格

大学院
博士前期課程
（修士課程）

（2年間／３年間）

養護教諭専修免許
（2022年度開設）

修士論文コース※

看護研究者としての基礎

上級実践コース
CNS（専門看護師）
CNE★など専門能力の開発

学部卒業 学士
〈3年次編入〉
（2年間／看護学）

看護師国家試験受験資格

助産師
国家試験
合格

大学院
博士前期課程
（修士課程）

（2年間／３年間）
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　 創 立 者 ルドルフ・B・トイスラー は 、キリスト教 の 精 神 に 基 づ
い て 、教 養 ある看 護 職 の 育 成と、日 本 の 看 護 の 質 の 向 上 を 目
指して聖 路 加 国 際 病 院 附 属 高 等 看 護 婦 学 校を設 立 。指 導 経 験
豊 か な 米 国 人 アリス・C・セントジョン女 史を招き、臨 床 看 護 教
育 の ほ か 、予 防と保 健を 重 視した 公 衆 衛 生 看 護 教 育を 実 践 。
当 時 の わ が 国 の 女 子 教 育 、看 護 教 育として 類 を 見 な い 、高 度
な学 校 教 育 形 態 であったことを物 語っています 。

創 立 時 から、看 護 界を牽 引 する人 材を多 数 育 成

ルドルフ・B・トイスラー アリス・C・セントジョン

日本の看護の
最高水準を
目指して

~ s i n c e  1 9 2 0
　「 日 本 の 看 護 の 水 準を高 めること」という志 の
もと1 9 2 0 年 にルドルフ・B・トイスラーが 聖 路 加
国 際 大 学を創 立して以 来 、聖 路 加 は いくつもの
時 代を乗り越え、常 に必 要とされる看 護をリード
してきました 。2 0 1 4 年 には 、聖 路 加 国 際 病 院と
の 法 人 一 体 化を成し遂 げ 、新 たなステージを歩
ん で い ます 。教 育・研 究・実 践 の 融 合 を 実 現さ
せ た 最 高 水 準 の 学 び の 場 へ ̶ 。2 0 2 0 年 、聖 路
加 国 際 大 学 は 看 護 教 育 1 0 0 周 年を迎えました 。

「知と感性と愛のアート」は、
聖路加国際大学校舎竣工
の 際 日 野 原 重 明 学 長（ 当
時）が礎石に刻んだ建学の
精神を示す言葉。
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1920 –– 	� 創立者ルドルフ・B・トイスラーがアリス・C・セン

トジョン女史の協力のもとに聖路加国際病院附

属高等看護婦学校を設立。

1927 –– 	� 聖路加女子専門学校となる。看護学校では、日

本で唯一の最高教育機関（本科・研究科の4年

制）として認可される。

1946 –– 	� 聖路加国際病院が連合軍（GHQ）に接収され、

東京看護教育模範学院の名で日本赤十字女子

専門学校との合同教育を行う。

195 4 –– 	 校舎返還。聖路加短期大学（3年制）となる。

1956 –– 	 本館建物接収解除、返還式。

196 4 –– 	� 聖路加看護大学の名称で、私立では日本初の

看護学部4年制教育を開始する。

1976 –– 	� 看護短期大学卒業生を対象とした編入学制度

を全国で初めて開始する（～1998年）。

1980 –– 	� 全国で2番目、私立大学では初めての大学院博

士前期課程（修士課程）を設置する。

1988 –– 	� 看護学研究科としては、日本初の大学院博士後

期課程（博士課程）を設置する。

1990 –– 	� WHOプライマリーヘルスケア看護開発協力セ

ンターに任命される。

H i s t o r y

図書館内階段

踊り場に設置された

ステンドグラス

1996 –– 	 聖路加看護大学

	 新校舎完成。

1997 –– 	� 学士編入学（2年次）を開始する。大学院博士課程

前期課程（修士課程）に専門看護師（CNS）コース

を設ける。

2002 –– 	看護実践開発研究センターを設置する。

2003 –– 	� 文部科学省21世紀COEプログラムに「市民主

導型の健康生成をめざす 看護形成拠点」が採

択される。2号館完成、大学院および 看護実践

開発研究センターとして共用を開始する。

2004 –– 	�大学院修士課程社会人入学（長期在学コース）

を開始する。

2005 –– 	� 大学院修士課程ウィメンズヘルス・助産学専攻

増設。

2014 –– 	 病院・大学一体化。聖路加国際大学となる。

2016 –– 	� 大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター

竣工。

2017  –– 	� 公衆衛生大学院開設。DNPコース開設。学士

編入学（3年次）を開始。

2020 –– 	� 看護教育100周年。

特設サイト
はこちら

http://www.luke.ac.jp/kango100/

聖路加国際病院での実習風景（1920年代）

設立当時の学校
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　 本 学 は 1 9 0 1 年 米 国 聖 公 会 の 宣 教 医 師 ルドルフ・ボ ーリング・トイスラー 博 士 により創 設され

ました 聖 路 加 国 際 病 院 に 端 を 発します 。その 後 、日 本 の 医 療 水 準 を 向 上させることと同 時 に 看

護 の 質 を 高 める必 要 性 か ら 、1 9 2 0 年 聖 路 加 国 際 病 院 附 属 高 等 看 護 婦 学 校 が 誕 生し 、2 0 2 0

年 以 降 、看 護 教 育 1 0 0 年 を 越えました 。

　 新 型コロナウイル ス 感 染 症 が 人 々の 暮らしを 一 変させ た 経 験 を 経 て 、これ からど のように 学

び 生きるか 、戸 惑うことが あるかもしれ ま せ ん 。地 震 等 の 自 然 災 害 を はじめ 、疫 病 災 害 、戦 争 災

害 は 、当 たり前 だと思って い た 日 常 が い か に 貴 重 な 瞬 間 で あった か を 教 えてくれ ます 。この 危

機 が 転じて 人 間 の 新 た な 絆 や 、医 療 シス テム 、治 療 方 法 の 発 展 、次 なる災 害 へ の 備 えという成

果 に つ な がることを 願 い ます 。

　 ど ん な 試 練 にも窮 地 を 脱 する 手 立 て が あるは ず で す 。医 療・看 護 学・公 衆 衛 生 学 を 学 ぶも

のとして 、病 に 苦しむ 人 々 へ の 治 療とケアを 探 究し、信 頼 できる情 報 の 選 択 、予 防 活 動 の 啓 発

等 、祈りと共 に 誠 実 に 行 動 い たしましょう。

　 校 歌 に 記され ている聖 路 加 に 集う人 々の 思 いを 、あなたも一 員としてつ なぐことが 託され てい

ます 。皆さんと集 い 、共 にこの 校 歌を マスクを外して歌う日 が 来ることを心 待ちにしています 。

1 0 0 年 の 歴 史 ある本 学 で
試 練 に 立ち 向 か える人 間 力 を

　 本 学 はキリスト教 精 神に基

づき、看 護 保 健・公 衆 衛 生 の

領 域 にお い て、その 教 育・学

術・実践活動を通じて、国内外

のすべての人の健康と福祉に

貢献することを目的とする。

大 学 の 理 念
［学則第1条］

　看護学研究科は、看護学の

理論構築と応用研究および高

度な実 践 能 力の教 育と、社 会

が直面する健康課題に取り組

み、実践者および 教育研究者

を育成することを目的とする。

看 護 学 研 究 科 の 理 念
［大学院学則第3条第4項］

　 本 学 大 学 院 は 、看 護 学・公

衆衛生学の理論および応用を

教 授 研 究し、深 奥な学 識と高

度な実践・研究能力を養い、文

化の進 展に寄 与 することを目

的とする。

大 学 院 の 理 念
［大学院学則第1条］

学長メッセー
ジ

学部長メッセー
ジ

研究科長
メッセージ

学 長 　 堀 内  成 子

輝 かし金 の 十 字 架 みさとしは
かしこにぞ あり　 いざ 友よ
こころ み が か ん 　 世 の 人 に
この 身ささげ て
美しく　 は げしく生きん
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　本学は国内トップクラスともいえる良質な臨床データが蓄積・管理されており、

教員や 学生が行う研究を支援 する機関も充実しています 。2022年度、聖路加国

際 大 学は科 研 費 新 規 採 択 率 4 2 . 0 ％で全 研 究 機 関 中 第 8 位（ 私 大 中 第 3 位 ）でし

た。また本学は企業や 官公庁等の外部組織との共同研究や 受託研究等もサポー

トしており、ウィメンズへルス・助産学や精神看護、老年看護や在宅看護など、さま

ざまな領域と外部組織が連携して研究を推進しています。

2 0 2 2 年 度 、聖 路 加 国 際 大 学 は

全 研 究 機 関 中     第8 位

科研費新規採択率  42.0%

出典：日本学術振興会 科学研究費助成事業
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　聖路加国際大学大学院看護学研究科は、1980

年に大学院看護学研究科博士前期（修士）課程

を、1988年には日本で初めての看護学研究科

博士後期課程を設置しました。

　看護学研究科では、研究者の育成と高度実践

者の育成を目的としています。

　2017年には日本初のDNPコースを開講し、

現在、日本の看護系大学院の中で最大規模の

院生数を有しています。看護の質を高める教育

と、常に新たなアイデアに基づいて看護実践・

教 育・研 究を切り拓いていくことは、聖 路 加の

ミッションであり文 化 で す 。このような暗 黙 知

は、教員や院生同士のディスカッションを通じ、

その場の雰囲気も含めて伝播し、院生の認識の

原理を形成すると信じています。大学院で培わ

れる仲間や 教員とのネットワークは皆さんの学

修や実践・研究を行う上での力となり実績にな

ります。聖路加での学びの日々を通してその醍

醐味を十二分に味わい、今後に活かしてほしい

と思います。

　学生生活においては、試行錯誤を繰り返し、行

き詰まることもあるでしょう。しかし、困難に直面

し、どうしたらよいか考えることが新たな実践方

法の創出となり、研究における新たな発見となり

ます。皆さんが実践や研究のより高い目標やレ

ベルを目指して邁進されること、私たち教職員は

共に考えながら、できる限りの支援をします。

　どうぞ 、大 学 院という知 識 創 造 の 世 界 へ 、

皆さんの一歩を踏み出してください。

学長メッセー
ジ

学部長メッセー
ジ

研究科長
メッセージ

看 護 の 質 を 高 め 、新 たな 道 を
切り拓くことこそ聖 路 加 の 使 命

看 護 学 研 究 科 長  麻 原  きよみ
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看護学研究科（前期／後期課程）
G ra d u a te  S c h o o l  o f  Nu rs i n g  S c i e n c e

看護の知識や技術、
研究能力を高める2つの専攻

　本学では、博士前期課程（修士課程）の中に「看護学」と「ウィ

メンズヘ ルス・助 産 学 」の 2つ の 専 攻を開 設しています 。それ ぞ

れ の 専 攻 に、各 分 野での 専 門 性を高 めて研 究 能 力 の 開 発を目

指 す「 修 士 論 文コース」、看 護ケアや 看 護 管 理のスペシャリスト

としてより専 門 性を深めた実 践 能 力の開 発を目指 す「 上 級 実 践

コース」を用意しています。

大学院博士前期課程（修士課程）

DNPコースも導入、良質な学修環境で
高い向学心に応える

　高度な能力を持つ看護専門職の育成を目的として開設した博士

後期課程は、充実したコースワーク、研究指導に熟達した教授陣を配

しています。本学はWHOプライマリーヘルスケア看護開発協力セン

ターに任命されており、2004年度からは社会人入学制度も開始。修

了生は、国内外の臨床・教育の場でも活躍しています。2017年度に

はDNP（Doctor of Nursing Practice）コースを開講しました。

大学院博士後期課程
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博士前期課程（修士課程）のカリキュラム構成

博士後期課程のカリキュラム構成

少子・高齢化や 医療技術の発達に伴い、年々拡大していく看護学分野の領域。

そこで看護の実践者として、あるいは研究者として活躍できる、

より専門的な知識や 技術を備えた人材を育成していくことが、大学院教育の目的です。

修士論文コース
特別看護研究

基礎分野

専門分野

上級実践コース
課題研究・実習

★……… 日本看護系大学協議会より専門看護師（CNS）教育課程として認定されているコース
　　　　 �本学ではニューロサイエンス看護学分野が慢性疾患看護専門看護師教育課程として

認定されています。
★★…… 保健師国家試験受験資格を取得可能
★★★… 養護教諭1種免許状の所有者は同専修免許状が取得可能

●看護心理学
●看護情報学
●看護教育学
●慢性期看護学
●在宅看護学★

●ニューロサイエンス看護学★

●スクールヘルス★★★

●看護社会学
●看護疫学・統計学
●看護管理学
●急性期看護学★

●国際看護学
●生命倫理学・看護倫理学
●基礎看護・看護技術学

●看護とデータサイエンス
●遺伝看護学★

●小児看護学★

●老年看護学★

●精神看護学★

●公衆衛生看護学★★

●がん看護学・緩和ケア★

看護学専攻

▼

▼ ▼

博士論文
学位／博士（看護学）　Doctor of Nursing Science

DNPプロジェクト研究
学位／博士（看護学）　Doctor of Nursing Practice

基礎分野

専門分野 専門分野

●看護心理学
●看護情報学
●看護教育学
●ニューロサイエンス看護学
●急性期看護学
●がん看護学・緩和ケア
●在宅看護学
●看護社会学

●看護疫学・統計学
●看護管理学
●助産学
●慢性期看護学
●精神看護学
●公衆衛生看護学
●生命倫理学・看護倫理学
●基礎看護・看護技術学

●看護とデータサイエンス
●遺伝看護学
●小児看護学
●ウィメンズヘルス看護学
●老年看護学
●国際看護学

●DNP特論Ⅰ ： リーダーシップとDNPの役割
●DNP特論Ⅱ ： 医療経済学
●DNP特論Ⅲ ： 人々の健康と疫学
●DNP特論Ⅳ ： 看護・医療の評価と質改善
●DNP特論Ⅴ ： 看護実践と政策

研究者コース DNPコース

▼ ▼

▼ ▼

修士論文コース
特別看護研究

基礎分野

専門分野

上級実践コース
課題研究・実習

★…… 日本看護系大学協議会より専門看護師（CNS）教育課程として認定されているコース
★★… �助産師国家試験受験資格および受胎調節実地指導員申請資格が取得可能
助産学上級実践コース内に本学とJICAの連携協定のもと、海外協力隊として、看護・助産に関
わる健康教育に従事する経験を通して、聖路加国際大学大学院看護学研究科で修士号を取得
するプログラムを用意しています。

●ウィメンズヘルス★　　　　　●助産学★★

ウィメンズヘルス・助産学専攻

▼

▼ ▼

●理論看護学　●システマティックレビュー　●統計学的方法　●質的研究方法　●量的（疫学）研究方法と混合研究法
●Implementation Research　●概念枠組み開発　●アカデミックライティング 他
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看護学研究科で高度なケアを学んでいる院生からのメッセージ
VOICES of GRADUATE STUDENTS

看 護 職 が 活き活き働き続けられる環 境を目 指し
看 護 職 の 腰 痛 予 防 対 策 に尽 力したい

　 会 社 員を 経 て 聖 路 加 国 際 大 学 学 士 3 年 次 編 入１期 生

として看 護 の 世 界 に入りました。その 後 、臨 床 にいた際 に

C o v i d - 1 9 パンデミックが 生じ、ど んな優 秀な人も一 人 で

できることは 限られること、課 題 の 突 破 には 組 織 の マネジ

メントが 大 事 であることを痛 感しました 。安 全 の 確 保 、看

護 の 質 の 追 求 、看 護 師 の 能 力 やキャリア支 援 のためには

管 理を学 ぶことが 大 切 だと思い 進 学をしました。

　 臨 床 現 場 で は 目 の 前 の 課 題を 解 決 する日々で 、本 当

に 患 者さんの 価 値 観を大 切 にできた か 悩 むことも少 なく

ありませ んでした。大 学 院では 問 題 解 決 能 力ではなく、そ

の 上 流 にある課 題 設 定 能 力を鍛えられ ています 。目 の 前

の 事 象 の 背 景 にある本 質 的な課 題 や 、将 来 起き得ること

を 想 定して、その 対 処 法も考えます 。現 在 は 看 護 職 が 長

く働 ける職 場 環 境 づくりに 関 心 が あります 。特 に 職 業 病

と言 わ れる腰 痛 予 防 の た め 、人 による抱え上 げ を行 わ な

いケアの 普 及など 、今 後 は 環 境 整 備と看 護 の 質 の 両 面 に

寄 与していきたいです 。

　 私 は 大 学 院 で 、学 ぶ 時 間 の 長さで はなく、学 び の 質こ

そが 重 要 だと気 づきました 。その た め には 知 的 財 産を提

供してくださる教 員 、志 の 高 い 仲 間 、大 学 からの 物 心 両

面 の サ ポートが 不 可 欠 で す 。ここには す べ てが 揃ってい

ます 。進 学をして本 当 に良 かったと思っています 。

看護学研究科 博士前期課程
看護管理学専攻 修士論文コース 上 田  秩 子

学内授業準備時の同級生と
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聖 路 加 国 際 大 学 の 高 度な教 育 に惹 か れ 留 学
助 産 師 の 専 門 的な学びを深 める

　 私 は 、タン ザ ニ ア の 病 院 の 敷 地 内 で 生 ま れ 育 ちまし

た 。周 囲 に看 護 師 や 医 師といった 医 療 従 事 者 が 多くいた

ため 、大 人 になったら自 分もその 一 員 になりたいと思って

いました。大 学 に入 学 する頃 には 、看 護 師 、特 に学 士レベ

ル の 職 業 が 注 目されるようになってい た の で 、夢をか な

える絶 好 のチャンスだと考え、看 護を学 ぶことを決 めまし

た。看 護 師として働く中で出 会ったのが 、病 院に臨 床 実 習

や 研 究 の た め に 訪 れ てい た 聖 路 加 J I C A ボランティアの

人 たちで す 。その 技 術 や 知 識 のレベ ル の 高さや ふるまい

に 感 動し、聖 路 加 国 際 大 学 へ の 留 学 の 機 会 が あった 際

に、迷うことなく留 学を決 心しました。

　日本では、翻 訳アプリや 言 語 学 習ソフトを使うことで、あ

まり言 葉に苦 労 することなく過ごせました。また、留 学 中は

多 様 性を受け 入 れるよう努 力しました 。その 結 果 、自 身 の

専 門 的な能 力 の 高さに関 わらず 、私たちは 人 生 のどの 段

階にお いても、まず 初 心 者であることが 大 切だと気 づ かさ

れました 。謙 虚 であることで 、より多くのことを学 び 、問 題

を深く理解しようとすることができるようになりました。

　 私 は 現 在 、助 産 師 の 専 門 家として 学 び を 深 め て い ま

す 。今 後 、看 護 師 や 助 産 師をサ ポートできるよう、臨 床 教

育 、研 究 に 勤しみ 、国 際 助 産 師 連 盟（ I C M ）が 定 める助

産 師 の 能 力を鍛えていきたいです 。

看護学研究科 博士後期課程
助産学専攻 研究者コース Mugara Joseph Mahungururo（ムガラ ジョセフ　マフングルロ）

Muhimbili National Hospital Maternity 

Block nurses and midwives meeting
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研 究 領 域 の 内 容とテー マ
Contents  and themes of  the  Graduate  School

　現職養護教諭、養護教諭志望者、
その 他 広く「 子どもたちの 健 康 、安
全」をめぐる課題やその解決につい
て探 究したい 方 向 けに開 設され て
いる分 野です 。多 様 化 する健 康 、安
全 の 課 題 に、高 いリーダーシップと
分析力をもって対応できる人材育成
を目指しつつ 、研 究を進めていきま
す 。この 学び には 、学 校 保 健 学 、教
育学を支える心理学、社会学等の基
礎 領 域 の 知 見 や 手 法 の 習 得も含ま
れます。なお 、養護教諭一種免許状
を有 する場 合 は 、本 分 野 の 修 了 に
よって、養 護 教 諭 専 修 免 許 状 の 取
得が可能です。

スクールヘルス

歌川 光一 准教授
UTAGAWA Koichi
Associate Professor

　看護実践は患者や関連するさまざ
まな他者との社会的相互作用で成り
立っており、そのダイナミズムを分析的
に理解でき、目的を持って関われるこ
とが重要となります。そのためには自
身の判断と行動について内省的に理
解することが求められます。こうした課
題にもっとも関連するのは社会学の中
のシンボリック相互作用論であり、そこ
に理論的基盤を置き、多様で複雑な
経験を表現できる質的データを活用し
た研究展開が有効です。深い解釈力
を身につけ理論モデル化ができるよう
に、主要な質的研究法について理論
特性と方法を学んでいきます。

看護社会学

木下 康仁 特命教授
KINOSHITA Yasuhito
Specially Appointed 
Professor

　生命科学とヘルスケアの領域にお
ける人間の行為を、道徳的価値と諸
原則等に照らして、学際的および 体
系的に研究します。医療・看護実践で
生じる倫理的課題や医療者の葛藤を
明らかにし、倫理的な看護実践およ
びその基盤を追究していきます。具体
的なアプローチをさまざまな専門職
や一般市民と協働して提案できる研
究者、臨床現場で生命倫理学の基盤
やその方法論をもとにして、臨床倫理
委員会や倫理コンサルテーションの
体制づくり、倫理教育プログラムの構
築ができる人材を育成します。

生命倫理学・看護倫理学

鶴若 麻理 教授
TSURUWAKA Mari
Professor

　 心 理 学 は、“こころ”という直 接 見
ることのできない 対 象を扱う学 問で
す 。看 護 心 理 学では 、“こころ” の 在
り方を捉える、あるい は 測 定 するた
めのさまざまな手 法を理 解し、研 究
活動の基礎力を養うことが目標とな
ります 。また 、人 間 の 行 動と心 理 的
状 態 につ い て理 解 することに 関 わ
る心理学の基礎概念を学び 、それら
を用 い て看 護 の 現 場 で 出 会う人々
の心の在り方を科学的に洞察し、最
終 的 に、看 護 実 践 にお い て心 理 学
の知 識を踏まえた対 処・支 援を行う
ことができるようになることを目指し
ます。

看護心理学

糟谷 知香江 教授
KASUYA Chikae
Professor

　看護理論は、看護に関連した現象を記述し、予測し、説明することを目的とし
ています。これまでにさまざまな理論が公表されてきました。日本の看護実践を
よりよくするために、理論を分析し、新たな理論を一緒に考えてみませんか。患者
に対してエビデンスに基づくケアを提供するためには、理論だけでなく、看護研
究を理解し、さらなるエビデンスを構築する質の高い研究が求められています。
当領域では、研究デザインについての理解を深め、エビデンスを構築する研究と
は何かを考えていきます。

　看護の臨床現場では、日々様々な健康情報が蓄積されています。こうしたデー
タを活用し、看護や医療の質を改善するための研究や看護の現場を変革するプ
ロジェクトに一緒に取り組んでみませんか。リアルワールド・データは、看護現象
をより豊かに、生き生きと照らし出す可能性を秘めていると言われています。看
護とデータサイエンスでは、診療情報等のリアルワールド・データ等を用いて、看
護を客観的に記述し、看護ケアの実態や課題を明らかにしていく研究に取り組
みます。

看護理論・看護学研究法／看護とデータサイエンス

奥山 絢子 教授
OKUYAMA Ayako
Professor
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　 優 れ た実 践 力を持ち実 践の場に
軸足を置く教育者（クリニカル・ナー
スエデュケーター：CNE）と、優れた
研 究 力を持ち教 育 の 場に軸 足を置
く大 学 教 員を未 来 の 看 護 系 大 学 教
員として育成しています 。ゼミでは、
さまざまな文 献を読 み 、経 験を話し
合い 、変 容 的 学 習を体 験します 。ま
た 、看 護 専 門 職としての 資 質 や 能
力をいかに育むかを探究し、その成
果を学 部 教 育や 現 任 教 育に活 用し
ています 。研 究 テー マ は 、ファカル
ティ・ディベ ロップ メントや 継 続 教
育 、看 護 師 や 看 護 学 生 の 臨 床 判 断
能力開発など多岐にわたります。

看護教育学

小山田 恭子 教授
OYAMADA Kyoko
Professor

　 人々の 健 康 や 生 活を支 援 すると
いう看護の目的の達成に向けて、質
の 高い 保 健 医 療 サービスの 提 供に
必要な要素を、看護学の視点から探
究します 。具 体 的 には 、ヘ ルスケア
に関わる社会の状況や 制度・政策、
人 材 育 成 、医 療の質とその評 価 、課
題解決へ向けた戦略的なマネジメン
ト、意 思 決 定にお ける倫 理 的なリー
ダーシップなどについて学びます 。
複 雑 性を増 す 社 会 の 中 で 、人々の
多 様な価 値 観 や ニーズの 存 在を理
解し、多角的に課題を捉え解決に導
くことができる、未来の看護リーダー
を育成します。

看護管理学

奥　裕美 教授
OKU Hiromi 
Professor

　基礎看護・看護技術学は、年代や
健 康 課 題に限らず 、さまざまな看 護
現 象をテー マ に研 究 に取り組 んで
います。看護に共通した効果をデー
タによって示し、看 護 学の概 念を豊
か に 醸 成 することを 目 指してい ま
す 。人々の 健 康を守り高 め、看 護 が
何であるかを言語化し、看護の基礎
的学問領域に資するために、質的研
究 や 医 療・保 健 現 場での 観 察 研 究
や介入研究を行っています。

基礎看護・看護技術学

佐居 由美 教授
SAKYO Yumi
Professor

　 脳 神 経 科 学 分 野の研 究を応 用し
ながら、全人的に中枢神経系疾患患
者 の 看 護を追 究 する学 問 領 域であ
り、脳 卒 中 、頭 部 外 傷 、パーキンソン
病などの神経変性疾患による意識・
運動・感覚障害を持つ患者とその家
族の看護を専門とします。科学研究
を応 用した先 端 技 術 の 看 護を追 究
する一方で、遷延性意識障害といっ
た重 症 脳 神 経 障 害 患 者と家 族に焦
点を当て、生命倫理やアドボカシー、
Q O L の 観 点 からも学び 、高 度な実
践ができる看護師およびエビデンス
を創生する研究者を育成します。

ニューロサイエンス看護学

大久保 暢子 教授
OKUBO Nobuko
Professor

ニューロサイエンス看護学 大久保暢子研究室のホームページ
https://okubo-neuroscience.com

　 多 様 で 複 雑な健 康・医 療 情 報 に
翻 弄され ず 、市 民 や 患 者 が 適 切 に
意 思 決 定し、生 涯を 通じて 学 び 成
長 できるた め の 支 援 を 目 的として
います 。そのために、健 康 問 題やス
トレスに直 面しても、社 会 の 一 員と
して、自らの 目 標を達 成し、潜 在 的
な力を成長させる力としてのヘルス
リテラシー（ 的 確 に情 報を入 手 、理
解 、評 価 、意 思 決 定 する力 ）につ い
て研究します。そこで必要となる、意
思 決 定 、ヘ ルスプロモーション、ヘ
ルスコミュニケーション、健 康 社 会
学 の 理 論と社 会 調 査・統 計 学 の 知
識とスキルを修得します。

看護情報学

中山 和弘 教授
NAKAYAMA Kazuhiro
Professor

　 本 講 座 では 、記 述 統 計 学 および
推 測 統 計 学 の 基 礎を学び 、保 健 統
計 指 標 や 量 的 研 究 結 果を正しく理
解し、利用することができるようにな
ることを目 指します 。統 計 学 の 基 本
的 考え方をはじめ、仮 説 検 定 理 論 、
P 値 、信 頼 区 間 、生 存 時 間 解 析とし
てのカプランマイヤー法などを学び
ます 。また、実 際の研 究 論 文を題 材
とし、講義と批判的吟味の実習を通
して、ランダム化 試 験やその他 疫 学
研 究 デ ザインの 原 理 につ いて理 解
を深めます。

看護疫学・統計学

八重 ゆかり 教授
YAJU Yukari 
Professor
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　慢性長期的な経過を辿る疾患とともに生きる患者とその家族の
特徴の理解、さまざまな療養過程と各期における看護介入など、
慢性期看護に必須の概念・理論を学び 実践方法を探究していま
す 。演習では聖 路 加 国際病院をはじめ各専門病院、大学病院に
おける臨床実践を通じて、実践に適用可能なモデルの開発を目
指します。

　多岐にわたる治療を受けるさまざまな病期のがん患者とその家
族の特徴の理解、また苦痛症状のある患者に対する看護介入な
ど、がん看護や 緩和ケアにまつわる概念・理論と実践方法を探究
しています 。上 級 実 践コースでは聖 路 加 国 際 病 院ならび にがん
専門病院等における実習や 、臨床の第一線で活躍するがん看護
専門看護師による直接指導のもと、より高度な看護実践能力を育
成します。

慢性期看護学／がん看護学・緩和ケア

林　直子 教授
HAYASHI Naoko
Professor

　 女 性 の 一 生 涯 にわたる健 康を追
究 する領 域です 。各ライフステージ
で 起こりうる心 身 の 変 化を通じて、
健 康 で あり続 けることを 支 援しま
す 。また、疾 患や 障がいと生 殖の問
題 、それらに直 面 する女 性とパート
ナー、子ども、コミュニティも看 護 の
対 象としています 。性 教 育 、家 族 計
画 、生 殖 看 護 など 、リプ ロダクティ
ブ・ヘルスにおける社会の要請に応
える支 援 にも取り組 んでいます 。研
究と実践を連動させ、ウィメンズヘル
ス看 護に大きく貢 献できる人 材とし
て、母性看 護 専 門 看 護師（CNS）や
研究者を育成します。

ウィメンズヘルス

五十嵐 ゆかり 教授
IGARASHI Yukari
Professor

　近年のわが国および世界で、小児
看護が求められる場面は高度化・複
雑化・長期化しています。また、少子の
課題の中で一人ひとりの子どもが十
分に持てる力を発揮できることを支え
る看護が求められます。大学院では、
小児看護学全般の知識・理論を基盤
としながら、高度な実践および研究を
用いて、子どもと家族のQOL向上の
実現を目指します。さらに、子どもと家
族のそれぞれの健康レベルに合った
最大限の自立を促進する看護を探究
します。実践や研究のフィールドは医
療現場、保育園、学校などさまざまで、
多施設協働研究も行っています。

小児看護学

小林 京子 教授
KOBAYASHI Kyoko
Professor

　 女 性を中 心 に、パートナー、子ど
も、家 族 、コミュニティを対 象とした
助産ケアを追究します。妊娠・分娩・
産褥・新生児期のマタニティ・サイク
ル にお ける助 産ケアの 質 向 上を目
指す ほか 、性暴力被害者支援、ペリ
ネイタル・ロスへ の支 援など社 会の
片隅に追いやられている課題にも取
り組んでいます。国際母子保健に関
する研究や 、助産管理、助産教育に
関 する研 究も行っています 。エビデ
ンスを＜創る＞＜使える＞人 材を育
成します。

助産学

堀内 成子 特命教授
HORIUCHI Shigeko
Specially Appointed 
Professor

片岡 弥恵子 教授
KATAOKA Yaeko
Professor

　遺伝医療は親から子に伝わるとい
う継承（heredity）だけでなく、多様性

（variation）という視点が重要になりま
す。「対象」「場」「時間」の多様性に富
む中で、問題・課題に多角的に取り組
む領域です。「遺伝」という視点を持っ
て医療・社会を見つめなおすと、看護
実践・研究はより深いものになります。
高度な専門的知識・技能・研究能力を
修得し、確かなエビデンスと豊かな感性
を持って遺伝医療を探究します。上級
実践コースは、遺伝看護専門看護師の
教育課程です。遺伝医療の対象となる
人々が情報を有効に活用して意思決定
できるように、遺伝看護の実践力向上に
必要な知識・技術・態度を学びます。

遺伝看護学

青木 美紀子 准教授
AOKI Mikiko
Associate Professor
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　 急 性 期 の 対 象と家 族 の Q O L の
維 持・向 上を目 指し、早 期 回 復とそ
の 人らしい 望ましい 生 活 の 獲 得 へ
の看護を探究します。修士論文コー
スで は 急 性 期 の みならず 、健 康 支
援 に必 要な理 論 や エビデンスの 理
解を深 め 、急 性 期 の 健 康 課 題 に対
する高 い 研 究 能 力 の 獲 得を目 指し
ます 。上 級 実 践コースでは、急 性 期
の 対 象 に 高 度な 看 護 実 践を行 い 、
QOLを高める看護実践能力の獲得
を目 指します 。博 士 後 期 課 程では 、
健 康 各 期 の 連 続 性を見 据え、急 性
期の健康課題へ の新たな看護支援
方法の開発を行っていきます。

急性期看護学

吉田 俊子 教授
YOSHIDA Toshiko
Professor

　公衆衛生看護学は、社会や組織・
集 団 に 働きか け 、個 人 や 家 族 へ の
支援と社会・組織・集団へ の支援が
連 動 するところに特 徴 が あります 。
行 政・産 業・学 校・その 他 の 公 衆 衛
生看護領域における人々の健康、お
よび 保 健・医 療・福 祉システムに関
する諸 課 題について、さまざまな視
点から捉え、対応するための、またよ
りよい実践のための方法論を探究・
創 造していきます 。自 立・自 律した
実 践 力と研 究 能 力 の 修 得を目 指し
ます。

公衆衛生看護学

麻原 きよみ 教授
ASAHARA Kiyomi
Professor

　 人々の 暮らしに 軸 足を置 い た 看
護を 総じて 在 宅 看 護と捉えていま
す 。訪 問 看 護だけではなく、病 院 の
外 来 看 護 や 退 院 支 援 、あるい は 施
設内の看護、さらには地域での多様
な看 護 活 動も含 めて在 宅 看 護であ
ると考えています 。病 気は地 域で予
防し治 すもの、人々は支え合いなが
ら暮らすものという地域包括ケアの
考えに基づき、看護が新しい役割を
意 識して、働き方を変えていくこと
が求められています。幅広い話題と
対話を通して一緒に学んでまいりま
しょう。

在宅看護学

山田 雅子 教授
YAMADA Masako
Professor

　虚弱、認知症、慢性疾患などを持
つ 高 齢 者とその 家 族を 対 象とした
看 護 、ヘルスプロモーション支 援を
探 究します 。修 士 論 文コースでは 、
理 論 的 基 盤 の 上 に、高 度な研 究 能
力の修 得を、上 級 実 践コースでは、
高 度 看 護 実 践 能 力を身につけ老 人
看 護 専 門 看 護 師 認 定 取 得を目指し
ます 。博 士 課 程では、テーマに関 す
る文 献レビューと概 念 分 析を行い 、
研 究 方 法や データ解 析の検 討 後に
予 備 的な研 究を進 め 、博 士 論 文 の
作 成 へ つなげます 。両 課 程とも、希
望 者は欧 米 豪の大 学での研 修をサ
ポートします。

老年看護学

亀井 智子 教授
KAMEI Tomoko
Professor

　 人々のこころの 健 康（メンタル ヘ
ルス）や、精神疾患をもって生活され
る方・ご 家 族 へ のケアにつ いて、ケ
ア対象者の持つ強みに注目し、回復
に寄り添う支 援を探 究します 。精 神
科 訪 問 看 護 の 普 及 や 質 の 向 上 、専
門職や市民に対するメンタルヘルス
支援、対象者との共同意思決定など
の研究を行っています 。研究と実践
との協働を通じて、専門性と俯瞰的
視点を持つ精神看護専門看護師や
研究者の育成を目指しています。

精神看護学

瀬戸屋 希 教授
SETOYA Nozomi
Professor

　国際看護とは、世界の人々のよりよい
健康維持・改善のために、グローバル
ヘルスの課題を学び、看護職者として、
科学的根拠に基づく研究や活動を行
います。国連の目標であるSustainable 
Development Goalsを軸に、母子保健、
感染症、慢性疾患、ユニバーサルヘル
スカバレッジ、環境問題などについて学
びます。海外へのフィールドワーク、イン
ターンシップを通して、グローバルヘル
スの課題に対して貢献する研究能力や
リーダーシップの技術を磨きます。WHO
などの国際機関や政府機関、NGO、
JICA、アカデミアなどで活躍するグロー
バルヘルスリーダーを育成します。

国際看護学

大田 えりか 教授
OTA Erika 
Professor

Contents and themes of the Graduate School

研 究 領 域 の 内 容とテー マ
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「看護」という共通語を通して国際的に貢献できる人材を育成するため、本学では学生の視野を世界へと広げる多様な機会を

提供しています。各国の看護・医学系大学と協定を結び、アカデミックな交流を図るほか、国際学会に参加する学生を支援する

とともに、キャンパス内においても留学生とともに自国の看護について意見交換するチャンスを設けています。また学生国際奨

学金を設置し、参加費用の心配から海外留学や、コロナ禍においてオンラインで国際的な研鑽を積む機会を逸することのない

よう、経済的な支援も実施しています。

聖路加国際大学学生国際奨学金

国際交流・留学	 ●マギル大学集中医療英語研修（カナダ）

大学院生海外派遣プログラム	 ●A.学会発表者支援（口頭・ポスターセッション）
	 ●B.学術調査活動/海外研修活動支援

国 際 教 育・留 学
Inte rnat iona l  educat ion and s tudy abroad
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看 護 学 研 究 科 の 学 生 は 公 衆 衛 生 学 研 究 科 が 開 講 する科 目を一 定 の 条 件 により、履 修・聴 講 できる。

　聖路加国際大学には長年の公衆衛生活動と教育の実績が

あります。設立当初から現在に至るまで、常に公衆衛生的な視

点から周囲の環境の変化、社会のニーズを敏感に捉え、よりよ

い医療・看護を提供するために先進的な教育・研究を実施して

きました。これからの医療従事者には少子高齢社会の急速な

進行と疾病構造の変化、医療データの活用、増大する医療費、

新興・再興感染症などの解決に対応することが求められてい

ます。本学の公衆衛生学研究科は、集団としての健康をグロー

バルな視点でとらえ、国際社会に貢献する公衆衛生のスペシャ

リストを養成します。

　専門職学位課程は、公衆衛生のスペシャリストに求められる

技能（コンピテンシー）を獲得できるカリキュラム編成で、授業

は原則英語で行い、附属施設である聖路加国際病院の豊富な

臨床・健診データを活用した実践的プログラムを提供します。

　また、2019年度には博士後期課程を開設しました。先進的

な数理科学、社会科学、人文科学の方法論を用いて公衆衛生

に関するデータ分析の手法を学修し、実践的な疫学・統計研

究ができるグローバルリーダーを養成します。

　公衆衛生学研究科では、社会における人間の健康と幸福と

は何かを考える幅広い視野を持った医療人を育成します。

公 衆 衛 生 学 研 究 科

詳しい情報は公衆衛生学研究科の
ウェブサイトをご覧ください

https://university.luke.ac.jp/sph/ja/

G u i d e  B o o k  2 0 2 4 2020



卒 業 生 メッセ ージ
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本学で学んだ高度な知識と、優れた技術、豊かな人間性。大きく成長し、

国内外のさまざまな分野へ 羽ばたいた修了生の皆さんからのメッセージ

をご紹介します。あなたの向学心を刺激する言葉にあふれています。

看護師資格
● 聖路加国際病院
● 虎の門病院
● 浜松医科大学医学部附属病院
● 東京慈恵会医科大学附属病院
● 日本赤十字社　成田赤十字病院

保健師資格
● 中央区
● 渋谷区
● 松戸市
● NTT東日本
● 文京区

助産師資格
● 聖路加国際病院
● 総合母子保健センター愛育病院
● 日本赤十字社　大森赤十字病院
● 東京大学医学部附属病院
● 日本赤十字医療センター

進学
● 聖路加国際大学大学院
教職
● 聖路加国際大学
● 慶應義塾大学
● 大東文化大学

大 学 院で深 めた学びと前 職 の 経 験を活 かし
訪 問 看 護ステーションを開 設

　 訪 問 看 護 師として勤 務した 経 験 から、訪 問 看 護 師

の 高 度 な 技 術 は 、街 づくりにまで 活 か せると感じて

い ました 。そこで 、在 宅 看 護 学 の 研 究 機 関として 歴

史 が あり、教 授 陣 の 層 が 厚 い 本 学 の 在 宅 看 護 学 上

級 実 践コースへ の 進 学を決 心しました。

　 在 学 中 は 、保 健 医 療 福 祉 の 制 度 につ いてや 、地 域

で暮らす 幅 広い 対 象 者 へ の理 解 、他 領 域の講 師との

ディスカッション、訪 問 看 護ステーションの 事 業 計 画

作 成など 、多くのことを学 びました 。本 学 で 学 んだこ

とで 、物 事を多 角 的 に 捉え熟 考した 上 で 行 動 するよ

うになり、在 宅 看 護 のスキル 向 上 のため に専 門 学 校

に通ったり、ボランティアに積 極 的 に参 加して地 域 住

民 の 声を聞いたりしました。さらには 訪 問 看 護ステー

ションの 開 設というアクションを起こすことが できま

した 。今 後 の 目 標 は「 あ のステーションが あるから自

宅 で安 心して暮らせる」と地 域 の 方 に思ってもらえる

訪 問 看 護ステーションの 実 現です 。そして、訪 問 看 護

に興 味のある人を少しでも増やしていきたいです 。

岩 﨑  寛 人
合同会社ＹＨ 訪問看護ステーションKuu
訪問看護部 管理者
2022年度 博士前期課程 上級実践コース修了

（在宅看護学専攻）
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S t .  L u k e ' s  In t e r n a t i o n a l  U n i v e r s i t y2121



看護師
42.9％

助産師
23.2％

保健師
8.9％

進学
8.9％

教職
5.4％

その他
10.7％

看護師
24名

看護師
4名

助産師
13名

保健師
5名

教職
3名

教職
2名

進学
5名

その他
6名

その他
3名

看護師
44.4％

教職
22.2％

その他
33.3％

2022年度
修了生数
56名

2022年度
修了生数
9名

博士後期課程修了生の進路（2022年度）

2022年度博士後期課程就職先

看護師資格
● 聖路加国際病院
● 順天堂大学医学部附属順天堂医院
● 東京女子医科大学病院
● 医療法人学而会　木村病院

教職
● 聖路加国際大学
● 長崎県立大学

その他
● 聖路加国際大学（研究員）
● 聖路加国際病院(助産師）

Mes
sage

02
Mes

sage

0 1
Magnet認証 ※取得をきっかけに
DNPコースで実装研究を極める

　DNPコースに進学したのは、職場の病院が2019年に

日本で初めてMagnet認証を取得したことがきっかけで

す。Magnet認証の経験を通じて、臨床看護師主導でエビ

デンスを臨床に実装し、アウトカムを評価するまでの一連

のプロセスを実施することの重要性を認識しました。臨床

における看護の質改善のリーダーである看護管理者とし

て、私自身が実装研究を学びたいと思い進学しました。

　現在はQI（Qual i ty  Improvement）センターで医

療・看護における質改善活動を担当しています。DNP

コースで実 装 研 究のプロセスを経 験したことは、業 務

にも活かされています 。たとえば 、エビデンスのあるケ

アを新しく病棟に導入 する際には、実装戦略を意識し

た工 夫を行うと定 着しや すくなります 。よりよいケアの

提供と患者アウトカムの改善は当然ですが、同時に臨

床現場では改善活動の効率性も重要です。今後も患者

さんの最も近くにいる実践家として、EBPに基づくケア

の質 改 善を推 進できる看 護 師の育 成と、仕 組みづくり

に取り組んでいきます。

浅 田  美 和
聖路加国際病院 QIセンター・看護管理室 ナースマネジャー
2013年度 博士前期課程 修士論文コース修了
2022年度 博士後期課程 DNPコース修了

（看護学専攻）

※�マグネット認証（Magnet Recognition）：
アメリカ看 護 師 認 証センター（ T h e 
American Nurses Credentialing 
Center, ANCC）が看護の卓越性を評
価する、厳しい基準を満たした医療機関
を認証するもの。
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2012年、国際的な病院評価機
構であるJCI（Joint Commission 
International）認定を取得。以後
3年ごとに更新中。

2019年11月、看護の専門性や
チームワーク、優れた患者ケア
を評価するマグネット認証を日
本で初めて取得。

　 聖 路 加 国 際 病 院 は1 9 0 1 年 の開 設 以
来 、キリスト教 精 神 のもと「 対 象 者 中 心
の質の高い医療サービスを提供する」と
いうミッションの実現に向けて、さまざま
な分 野での革 新 的な取り組 みに果 敢に
挑 戦しています 。当 院 での 実 習 や 研 修
では、現場の教育担当者をはじめとする
看護部の職員が、皆さんをチームの一員
として迎え、学修を支援するとともに、役
割モデルとなれるように努力しています。

「看護学を探究する楽しさ」「看護職とし
てのやりがい」を感じられる場所で学び、
皆さんの夢を叶えてください。

必要とされる知識や技術の確実な習得につながる、充実した施設・設備を学内外に用意。

実習が行われる聖路加国際病院では今の看護の在り方に、

学内施設では学生の将来を支える知識の泉に触れることが可能です。

聖路加国際病院

大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター（SLCCA）

学 び を サ ポ ートする施 設・設 備
Fac i l i t i e s /Equipment

日野原ホール

模擬手術室

3Fラウンジ

アクティブラーニング用講義室
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特定機能病院に承認
2020年12月1日、厚生労働省が定める「高度な医療・研究・研修・医療
安全管理体制」の基準をクリアした特定機能病院として承認された。

　当センターは、臨床・教育・研究が一体と
なった複合施設で、本学の活動を支える拠
点となっています。243名収容、多言語通訳
に対応し、国際会議等にも活用可能な「日
野原ホール」をはじめ、学部・大学院教育の
アクティブラーニング 化を推進する多数の
講義室、臨床現 場を再現した設備を有し、
教育や研究・開発を支援する体制を整えた
シミュレーションセンター、市民向けの健康
情報提供等を行っている「聖路加健康ナビ
スポット：るかなび」などを設置しています。

聖路加国際病院が
“WORLD’S BEST HOSPITALS 2023”で
国内2位にランキングされました。

　米国の週刊誌『Newsweek』の“WORLD’S
BEST HOSPITALS 2023”で聖路加国
際病院が国内2位（世界28位）にランクイン
しました。採点は①医療専門職者からの推
薦、②患者の満足度調査、③病院医療KPI

（Key Performance Indicator）の3つの
軸から行われ 、日常診療とケア、マグネット
認証等あらゆる努力が国際レベルで評価さ
れた結果といえます。

図書館
　医学・看護学分野を中心に豊富な資料
を所蔵、電子ジャーナルやデータベース
も多 数 利 用 可 能 。図 書 館は2 4 時 間 利 用
可能です。

ラーニング・コモンズ
　アクティブラーニングを促進する場とし
て、個人学習、グループワーク、イベント、
プレゼンテーションなど、多 様な用 途で
利用可能です。

People-Centered Care 実践の場 「聖路加健康ナビスポット：るかなび」
　「るかなび」は、健康相談や健康チェック等が気軽にできる本学独自の取り組みで、
市民主体の健康生成をめざす「ピープル・センタード・ケア（People-Centered Care：
PCC）」実践・開発・研究の場として、また学生教育の場として機能しています。

コンピュータールーム
　本館4階と2号館2階にPCがあり、イン
ターネットや 文献検索システムなどを利
用でき、専 門の職 員 が 手 厚くサポートし
ます。

シミュレーションセンター
　聖路加国際大学シミュレーションセン
ター は 医 療 の 質を向 上 するた め に 、臨
床 現 場を総 合 的に再 現した学 習 環 境を
提供することで、実践的かつ革新的な教
育・研究・開発活動の展開を支援します。

大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター（SLCCA）

G u i d e  B o o k  2 0 2 4 2424



看護・保健分野において自らの力を活かし、

人や社会に貢献したいと望む学生が目指す学びを

実現できるように、本学では学習面、生活面、経済面と、

多方面にわたる手厚いサポートシステムを用意しました。

学生支援部長
小林 京子 教授
KOBAYASHI Kyoko
Professor

学生が充実した
学生生活を送るために
しっかりと支援していきます

　 本 学では学 生の皆さんが 充 実した学 生 生 活を送り、社 会 人・職 業 人として自

律・自 立 するために、学 生 一 人ひとりに担 当アドバイザーを任 命し、個 別 の 助

言 、指 導 等を行う体 制を整えています 。大 学 院では、指 導 教 員とは別に専 門 分

野以外の教員1名をアドバイザーとして配置します 。担当アドバイザーは学生の

修学・生活・進路について必要に応じて直接的な助言や 指導、関係部署や 委員

会等への報告、連絡、調整などを行います。

　学修や 進路はもちろん学生生活で不安に感じることや 困っていること、悩みな

どがある場合は気軽に担当アドバイザーに連絡してください。扉はいつも皆さん

に開かれています。

アドバイザ ー制 度

　 大 学での 学 修を進 めるうえで必 要な文 章 作 成を支 援 する学 術 情 報 部 の 人 気 の

サービスです。英語の文章と日本語の文章が対象です。どちらも個別相談またはグ

ループでの相談が可能です。英語は週2~3回、日本語は週1回、学術情報部のラー

ニング・コモンズ内、またはリモートで開催しています。相談内容は、授業のレポート

やプレゼンテーションの原稿、論文、留学、進学、就職に関する書類の書き方など多

岐にわたります。特に、大学院生は、修士論文、博士論文執筆のほか、学会や研究会

での発表や 学術論文の投稿に際し、専門的なチュートリアルを受けるために利用し

ています。メンターとの対話を通じて、学生が文章の問題点や改善点を考えながら、

文章を自分の力で書く能力を育成することを目的としています。文章を書き始めると

ころから推敲まで、どの段階でも行っています。

アカデミック・ライティング・デスク

　 ポ ートフォリオ シ ス テ ム

m a n a b a は 、学 生 の 学 修 成

果を 蓄 積 できるシステムで

す 。講 義 資 料 のダウンロー

ド、レポートの提出、ミニテス

ト・アンケートの 回 答 、掲 示

板 での 意 見 交 換 等を行うこ

とができ、学生はそれらの履

歴から、自分の学習を振り返

ることができます。

m a n a b a
　キャン パス 内 に 設 置され

た健康管理室には専任保健

師が常駐し、定期健康診断、

応 急 処 置 、身 体 や 心 の 健 康

相 談 、医 療 機 関 の 紹 介 等を

行っています 。また、聖 路 加

国 際 病 院 受 診や 学 内カウン

セリングを希 望 する際 の 相

談窓口にもなっています。

健 康 管 理 室

ご支給ください

生 活 サ ポ ート／ 学 費・奨 学 金
Dai ly  L iv ing  Suppor t  /  Scholarsh ips  and Tui t ion
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名　称 対　象 利　息 貸 与 月 額

日本学生支援機構※

大学院（修士）
無利子 第一種 50,000円、88,000円

有利子（上限年3％） 第二種 50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択

大学院（博士）
無利子 第一種 80,000円、122,000円

有利子（上限年3％） 第二種 50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択

東京都看護師等修学資金 大学院（修士） 無利子 月額25,000円、50,000円、75,000円、100,000円のうちいずれか一口

聖路加国際大学貸与奨学金※
大学院（修士）

無利子
50,000円

大学院（博士） 100,000円

聖路加フェロー奨学金

（貸与奨学金）

大学院（修士）
聖路加国際病院に勤務する看
護師のうち、休職して進学した者

（要上長の推薦状）

1,200,000円×2年間

公益財団法人みずほ育英会
大学院（修士）

無利子 60,000円
大学院（博士）

名　称 対　象 給 付 額 備　考

聖路加同窓会奨学金 本学学生 200,000円 採用年度限り

聖路加フェロー奨学金
聖路加国際大学看護学部卒業生のうち、看護職として勤務して

いる医療機関等を休職または退職して進学した者
600,000円 2年間

一般財団法人　有馬育英会 助産師の国家資格を目指す学生で、看護師の資格を有する者 100,000円 採用年度限り

青木奨学金 修士2年 300,000円 採用年度限り

未来の助産師基金 修士2年（ウィメンズヘルス・助産学専攻上級実践コース） 50,000円 採用年度限り

公益財団法人丸和育志会 修士1・2年 500,000円 修士2年生は博士課程への進学予定者に限る

聖路加国際大学特別奨学金

次のいずれかに該当する者
1）本学学部を卒業した者
2）本学看護学研究科を修了した者
3）本学公衆衛生学研究科を修了した者
4）学校法人聖路加国際大学の正規職員として
　3年以上の勤務経験を有する者

400,000円 原則として入学年度のみ

一般財団法人　荒井財団 大学院への進学を希望する学部学生 年額 500,000円 予約型2年間

博士前期課程（修士課程） 博士前期課程（修士課程）・長期在学コース

区　分
修士論文コース 上級実践コース 備　考 修士論文コース 上級実践コース 備　考

1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次・3年次 1年次 2年次・3年次

入学金 400,000円 400,000円 入学年度に納付 400,000円 400,000円 入学年度に納付

授業料年額 1,200,000円 1,200,000円 1,350,000円 1,350,000円 2期に分けて納付 800,000円 800,000円 930,000円 930,000円 2期に分けて納付

施設維持費年額 150,000円 150,000円 150,000円 150,000円 2期に分けて納付 100,000円 100,000円 100,000円 100,000円 2期に分けて納付

合　計 1,750,000円 1,350,000円 1,900,000円 1,500,000円 1,300,000円 900,000円 1,430,000円 1,030,000円

※各年度の入学金・授業料・施設維持費は、毎年改定することになっています。決定次第公表します。

■ 大学院【 博士後期課程 】
区　分 1年次 2年次・3年次 備　考

入学金 400,000円 入学手続き時に納付

授業料年額 1,100,000円 1,100,000円 ２期に分けて納付

施設維持費年額 150,000円 150,000円 ２期に分けて納付

合　計 1,650,000円 1,250,000円

■ 大学院 【 博士前期課程（修士課程） 】【 博士前期課程（修士課程）・長期在学コース 】

学 費 および 経 費（2023年度）

※重複して受けることも可能です。
※�奨学生採用は、各奨学金制度の条件に従い家計状況や学業成績等をもとに、学内の選考委員会が推薦者を選出し、最終的に各機関が採用を決定します。各奨学金制度には採用

枠があり、申込資格に該当し申請しても、必ず採用されるとは限りません。

■ 貸与奨学金（返還義務のある奨学金）

■ 給付奨学金（返還義務のない奨学金）

※緊急採用制度もあります（採用年度のみ）。家計の急変（主たる家計支持者の失職等）があった場合等、随時受け付けています。

　本学で高度な知識と優れた技術を身につけることができるよう、経済的に安定した学生生活を送るための各種奨学金制度を設けています。奨学

金の種類は、返還義務のある貸与制度（無利子・有利子）と、返還義務のない給付制度があります。学生の約4割が何らかの奨学金を受けていま

す。本学で取り扱っている主な奨学金には、下記のものがあります。詳細は大学事務課学生係へお問い合わせください。

奨 学 金（2022年度実績）
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教育目標に到達するために計画されたカリキュラムによって学修し、定められた単位を修得するとともに、学位論文の審査ならびに
最終試験に合格した者に、修士および 博士の学位を授与する。（博士の学位について課程の修了を要件としない場合がある）（修
士:大学院学則第16条、学位規程第4条;博士:大学院学則第17条、学位規程第5条）
最終試験において、以下の基準を満たした者に修士の学位を授与する。（最終試験審査基準）

◆ 修士 論文コース

1）�看護研究者として必要とされる態度・資質を有している。
2）�看護研究者として専門分野の知識・教養を有している。
3）�計画的に学位論文を作成した。
4）�研究内容を積極的にプレゼンテーションできる。

◆ 博士課程 研究者コース

1）�看護研究者として必要とされる態度・資質を有している。
2）�看護研究者としての幅広い知識・教養を有している。
3）�自 律 的・計 画 的・持 続 的に十 分 時 間をかけて学 位 論

文を作成した。
4）�これまでの成果を発表しており、今後も継続して研究

成果を発信することができる。
5）�今 後の研 究 課 題の展 開を自立して継 続できる見 通し

を持っている。

◆ 博士課程 DNPコース　

1）�高度実践家として変革を起こすためのプロジェクトを
実施した。

2）�人々の生活の質、安全、健康の改善を促進するために
リーダーシップを発揮する。

3）�患 者やコミュニティのアウトカムを保 証 するための協
働とチームワークを促進する。

4）�組織・コミュニティ・社会に働きかけるための態度・資
質を有している。

5）�高度実践家としての高い技術と幅広い知識・教養を有
している。

◆ 修士 上級実践コース

1）�上級実践者としての専門的能力に優れている。
2）�課題研究を今後の実践に結びつけて説明できる。
3）�専門職者としての態度・資質を有している。
4）�上級実践者としての幅広い知識・教養を有している。

ディプロマ・ポリシー（ 学 位 授 与 方 針 ）

◆ 博士前期課程
看護学の視点から、その領域においてリーダーシップを発揮する人材を育成するために以下のような人材を受け入れる。受け入れ
に当たっては、国籍・宗教・障がい等を問わず、最大限妥当かつ公平な方法によって選抜する。
1. �グローバルな視点で研究と高度実践を行うために必要な語学力、実践と概念を結びつけるための抽象的思考能力の基礎を備

えている者
2. 自分の考えを表現し、他者からのフィードバックを柔軟に受け入れて統合する力を備えている者
3. 関心ある現象に迫るために、専門知識と実践力を生かして自ら行動し変化を起こす意欲を備えている者

◆  博士後期課程
看護学の視点から、その領域においてリーダーシップを発揮する人材を育成するために以下のような人材を受け入れる。受け入れ
に当たっては、国籍・宗教・障がい等を問わず、最大限妥当かつ公平な方法によって選抜する。
1. �グローバルな視点で研究と高度実践を行うために必要な語学力、実践と概念および 研究活動を結びつけるための抽象的思考

能力を備えている者
2. �自分の考えを表現し、他者との協働によって研究を推進する力を備えている者
3. �関心ある現象に迫るために、専門知識と実践力を生かして自ら行動し、変化を起こす意欲を備えている者
   （聖路加国際大学 教育に係る方針等に関する規程　第5条別表4）

アドミッション・ポリシー（ 学 生 の 受け入 れ 方 針 ）

（聖路加国際大学 教育に係る方針等に関する規程　第3条別表2）
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教育目標と学位授与方針に掲げる能力獲得のために、以下に示した教育課程編成・実施の方針に基づき、必要な授業科目を配置
し、順序性に配慮し体系的かつ効果的に教育課程を編成する。

◆ 博士前期課程（修士課程）

１．専攻とコース構成
大学院学則第3条の規定に基づき「看護学専攻」「ウィメンズヘルス・助産学専攻」を設置し、各専攻に「修士論文コース」と「上級実
践コース」を開講する。

「修士論文コース」では教育・研究者を育成し、「上級実践コース」では高度実践家を育成する。

２．教育課程の構成と順序性
・看護学の基礎的理論や研究技法、ならびに関連諸科学の理論や技法を学ぶ基盤分野と専門分野からなる教育課程を構成する。
・�基盤分野では、看護学の研究者としての学識と基礎的な研究能力育成のため、看護理論や研究技法、統計学等の基盤科目を設

置する。専門分野では専攻する看護学分野の理論や技法を探求するため、分野ごとに「特論」と「演習」を設置する。
・�修士論文コースでは、原則として別に定める履修方法に基づき基盤科目と専門分野の必要な単位を修得後に「特別看護研究（修

士論文）」を学修し、最終的な成果を評価するため学位論文を執筆する。
・�上級実践コースでは、原則として別に定める履修方法に基づき基盤科目と専門分野の必要な単位を修得後に「実習」と「課題研

究」に取り組み、その成果について審査を行う。専門看護師を養成する分野では必修科目に日本看護系大学協議会が定める科目
を含める。

◆ 博士後期課程

１．コース構成
教育目標の達成のため「研究者コース」と「DNP（Doctor of  Nursing Practice）コース」を開講する。研究者コースは研究者・教
育者、DNPコースは組織や社会の変革を担う高度実践者のリーダーを育成する。

２．教育課程の構成と順序性
・基盤分野と専門分野、特別演習（研究計画書、プロジェクト研究計画書）、特別研究（博士論文）からなる教育課程を構成する。
・基盤分野では、現象の説明と自立した研究能力の獲得に必要な理論や多彩な研究方法論等の科目を設置する。
・�研究者コースでは、それぞれの専門分野で研究課題を探求し深めるために特論と演習を開講する。原則として、別に定める履修

方法に基づき基盤分野と専門分野の科目を履修したのち、特別演習及び特別研究において、研究計画を策定、実施し、学位論文
を執筆する。

・�DNPコースでは、「DNP特論Ⅰ～Ⅴ」を開講し、組織や社会の変革を担う高度実践者に求められる能力の開発を行う。原則として、
別に定める履修方法に基づき基盤分野と専門分野の科目を履修したのち、「DNP特別演習」「DNP特別研究」においてプロジェ
クト実装研究の計画・実践・評価を行い、学位論文を執筆する。

◆ 教育方法
・講義に加え演習や実習を配置し、学生の教育効果を高めるために、オンラインやe-learning等を取り入れる。
・�学生主体のプレゼンテーションやクリティカルな討論を積極的に取り入れ 、課題発見能力を修得できる能動的学修(アクティブ・

ラーニング)を実施する。
・�研究指導においては、指導教員による個別あるいは少人数の指導を行う。専攻分野の指導教員の他、必要に応じ、学内・外からの

研究指導を受けることができるよう計画する。
・�DNPコースの研究指導については学術と臨床の往来の中でプロジェクト研究のプロセスを学ぶことができるよう、大学の指導教

員と現場実践者である臨床教員との複数指導体制で指導を行う。
  （聖路加国際大学 教育に係る方針等に関する規程　第4条別表3）

カリキュラム・ポリシー（ 教 育 課 程 編 成・実 施 方 針 ）
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本学における内部質保証制度の一環として、（聖路加国際大学 教育に係る方針等に関する規程）第3条、第4条、第5条に定める学
位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）、学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリ
シー）の３ポリシーに基づいて、機関レベル（大学）、教育課程レベル（学部・研究科等）、科目レベル（授業・科目）の３段階で、学修
成果等を測定・評価する。

アセスメント・ポリシー（ 学 修 成 果 の 評 価 方 針・指 標 ）

DPで求められる資質・能力 入学前・直後 在学中 卒業時

大
学
レ
ベ
ル

教育目標に到達するために計画されたカリキュラムによって学修
し、定められた単位を修得するとともに、学位論文の審査ならび
に最終試験に合格した者に、修士および博士の学位を授与する。

（博士の学位について課程の修了を要件としない場合がある）
（修士：大学院学則第１６条、学位規程第４条；博士：大学院学則
第１７条、学位規程第５条）
最終試験において、以下の基準を満たした者に修士の学位を授
与する。（最終試験審査基準）
1. 修士 論文コース
・看護研究者として必要とされる態度・資質を有している。
・看護研究者として専門分野の知識・教養を有している。
・計画的に学位論文を作成した。
・研究内容を積極的にプレゼンテーションできる。
2. 修士 上級実践コース
・上級実践者としての専門的能力に優れている。
・課題研究を今後の実践に結びつけて説明できる。
・専門職者としての態度・資質を有している。
・上級実践者としての幅広い知識・教養を有している。
3. 博士課程 研究者コース
・看護研究者として必要とされる態度・資質を有している。
・看護研究者としての幅広い知識・教養を有している。
・自律的・計画的・持続的に十分時間をかけて学位論文を作成した。
・�これまでの成果を発表しており、今後も継続して研究成果を発信

することができる。
・今後の研究課題の展開を自立して継続できる見通しを持っている。
4. 博士課程 DNPコース
・高度実践家として変革を起こすためのプロジェクトを実施した。
・�人々の生活の質、安全、健康の改善を促進するためにリーダー

シップを発揮する。
・�患者やコミュニティのアウトカムを保証するための協働とチーム

ワークを促進する。
・�組織・コミュニティ・社会に働きかけるための態度・資質を有して

いる。
・高度実践家としての高い技術と幅広い知識・教養を有している。

各種入学試験
出願書類の
記載事項

研究計画書
進級率
休学率
退学率
学生生活実態調査

（満足度調査）

学位論文
学位授与数
国家試験
合格率
就職率・進学率

教
育
課
程
レ
ベ
ル

各種入学試験
出願書類の
記載事項

研究計画書
進級率
休学率
退学率
学修履歴

（ポートフォリオ）
授業評価
アンケート

学位論文
修了認定
国家試験合格率
就職率・進学率
卒業時
アンケート

科
目
レ
ベ
ル

各種入学試験
出願書類の
記載事項

単位認定
定期試験
授業評価
アンケート

（聖路加国際大学 教育に係る方針等に関する規程　第６条別表5-2）
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中 期 計 画 2 0 3 0

新たな基本方針にもとづく『中期計画2030』
　聖路加国際大学は新たな運営の基本

方針と中期計画を策定しました。中期計

画2030は「市民主導型ケア」と訳される

People-Centered Care（PCC）※を取り

入れました。

　People-Centered Care（PCC）は市民を中心としたケア

の創造です。中期計画2030では、PCCの実践を通じ、幸福

の多様化を実現する人材育成のため、4つの事業枠組みを

設定しました。学生が「知と感性と愛のアート」を追求できる

人物像に近づくように教育課程を展開し、教育・研究・キャリ

ア支援を行い、創造力豊かな看護学・公衆衛生学分野の

リーダーを育成します（For Students）。コミュニティととも

に、地域社会の求めに応じた連携・協力体制を築き、社会貢

献をより一層推し進めてまいります。開かれた大学として、人

生100年時代の生涯教育を展開し、市民の皆さんとともにケ

アの創造・健康づくりを追究します（With Community）。教

職員は、医療者・教育者・研究者として相応しい行動規範を

遵守し、一人ひとりが組織の一員として働くことに「誇り」と

「喜び」をもてるような相互協力に努めます（With Staff）。そ

して未来のために、法令に則り点検評価を行うとともに、事

業課題の特定と改善に自律的に取り組み、次世代へ価値を

つなぐことに努めます（For The Future）。常に創立者トイ

スラー博士の言葉 “ Do your best and it must be first class. 

‒ 最善を尽くせ、しかも一流であれ ‒” を貫きます。

学長　堀内 成子

※VUCA: Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の頭文字。
　現在の社会経済環境が極めて予測困難であることを表している。

※People-Centered Care （PCC）とは
市民が主体となり、保健医療従事者とパートナーを組み、健康問題の改善に向けて取り組むこと
です。2003年から、聖路加国際大学が先駆的取り組みとして進めてきた新たなケアの形であり、
WHO（世界保健機関）においても、2007年に保健医療サービスの利用者を中心としたケアを発
展させるための取り組みの1つとして『PCC』が挙げられ、啓発活動が行われています。

PCCコンセプト図

中期計画2030の詳細はこちらをご覧ください

『知と感性と愛のアート』の追求
1. 学修者本位の教育を実現する教学マネジメントを構築します。
2. 時代の変化を見据えた教育改革（教育DXを含む）に取り組みます。
3. 学生の多様なキャリアを支援します。

For Students

コミュニティと共に歩む
4. 人生100年時代の生涯教育について取り組みます。
5. SDGsへの貢献に取り組みます。

With Community

人を大切にする
6. パフォーマンス向上を実現する教育研究組織の最適化に取り組みます。
7. 研究環境の向上（DX推進含む）を図ります。
8. 教職員のワーク・エンゲージメント向上施策に取り組みます。

With Sta


次世代へ価値をつなぐ
9. VUCA※時代に即した内部質保証体制を構築します。
10. 財務強化と組織レジリエンスの向上に取り組みます。

For The Future

People-
Centered

Care

For
Students

With
Community

For
The Future

With
Staff
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入試に関する情報はこちら
https://university.luke.ac.jp/admission/

聖路加国際大学へのアクセス情報はこちら
https://university.luke.ac.jp/access.html

St. Luke’s
International University

 Graduate School of Nursing Science

聖路加国際大学

お問い合わせ　– Contact Us –

聖路加国際大学 大学院看護学研究科
St. Luke’s International University
Graduate School of Nursing Science

〒104-0044 東京都中央区明石町10-1
Address : 10-1,Akashi-cho,Chuo-ku,Tokyo 104-0044
Tel : 03-3543-6391（代表）　FAX : 03-5565-1626

https://university.luke.ac.jp/
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